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そこで 2008 年から 2017 年の画像容量を調査した結果，画像容量が毎年増加していた．さらに内訳を
みると CT が 67％を占めていた．増加要因を検討すると一検査あたりの画像容量の増加に起因してい








は，LAN とモニター診断技術，そして Picture 




士フイルム）が稼動し，2017 年 12 月で 10 年経過す
る．
PACS 導入時より，CT の検出器の多列化や MRI
の Volume date 収集など機器の飛躍的な技術向上
もあり，画像容量の増加が予想されていた 1）．そこ












年別の画像容量は，2008 年 0.79TB，2009 年
0.90TB，2010 年 1.14TB，2011 年 1.32TB，2012 年




2008 年 0.79TB，2009 年 1.69TB，2010 年 2.83TB，
2011 年 4.15TB，2012 年 5.74TB，2013 年 7.47TB，
2014 年 9.53TB，2015 年 11.79TB，2016 年 14.41TB，
2017年17.14TB となった（図２）．
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4．CT・MRI の検査数の推移
2017 年の検査数は，CT では 2008 年の 1.3 倍とな
り，MRI では 1.4 倍となった．しかし CT は 2016 年




31.69MB，2009 年 38.77MB，2010 年 43.85MB，2011
年 46.50MB，2012 年 54.23MB，2013 年 68.08MB，
2014 年 77.86MB，2015 年 80.04MB，2016 年
87.78MB，2017年92.51MB となった．
MRI では，2008 年 9.75MB，2009 年 12.31MB，
2010 年 17.19MB，2011 年 36.21MB，2012 年
44.54MB，2013 年 38.13MB，2014 年 41.22MB，2015





2008 年から 2017 年までの総画像容量（17.14TB）





総画像容量の占有率の高い CT と MRI の総画像
容量を調査した結果，CT が 2008 年 0.49TB，2009




0.19TB，2011 年 0.39TB，2012 年 0.67TB，2013 年
0.92TB，2014 年 1.20TB，2015 年 1.51TB，2016 年
1.88TB，2017年2.27TB となった（図4）．
























































2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017
CT 0.491 1.056 1.802 2.531 3.444 4.543 5.926 7.423 9.15 10.98



















2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017
CT 15494145751700815686167621614817764187071967719798














画像容量が 10 年間毎年増加していた．10 年間の累










倍となった（図 6）．原因として 2012 年 2 月より 64
列 CT が 2 台稼働し，全身外傷，画像再構築（腹部
























1 台，64 列 2 台）MRI 装置 2 台（3.0 テスラ 1 台，1.5
テスラ 1 台）が稼働予定であり，画像容量の更なる
増加が予想される．2017 年末までの総画像容量が










当院の PACS は，2017 年 12 月末までに 17.14TB
使用した．10年間毎年，画像容量が増加し，その内













図 ６  C T ・ M R I の 一 検 査 あ た り の 画 像 容 量  
 
2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017
CT 31.7 38.8 43.8 46.5 54.4 68.1 77.9 80 87.8 92.5
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